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原因は、どうもマッキントッシュ

からPC98にファイルを転送する

過程ではなく、最初にマックでFTPをした

ときにあるようです。FTPでは、異なるオ

ペレーティングシステム間でファイル転送を

行うために、いくつかのデータ転送モード

が用意されています。たとえば、UNIXでは

テキストファイルの行末はCtrl-J（0x0a）1

文字ですが、MS-DOSではCtrl-M Ctrl-J

（0x0c 0x0a）の2文字になっています。で

すから、テキストファイルをUNIXからMS-

DOSにそのまま転送すると不都合が生じる

ことになります。そこで、テキストファイル

を転送する場合には、こうした異なる部分

を変換するモードが用意されているのです。

通常、この転送モードをASCIIモードある

いはテキストモードと呼び、行末記号の変

換などを行うようになっています。

しかし、今回転送しようとしたMS-DOS

のプログラムを転送過程で変換されては困

りますね。そのようなデータの転送のために

用意されているのがイメージモード、または

バイナリーモードと呼ばれる転送モードで

す。このモードでは、転送されたデータは

何の変換もされずに受け取られます。これ

らのモードの指定は、原則として利用者が

指定することを前提としていますので、ど

のようなデータを転送するのかをよく考えて

事前に指定しておかなければなりません。ど

うも今回の質問の例では、イメージモード

で転送すべきデータをASCIIモードで転送

してしまったためにうまくいかなかったので

はないでしょうか？ マッキントッシュでど

のようなFTP用のソフトウェアを利用され

たのかわかりませんが、転送モードをイメー

ジモード（あるいはバイナリーモード）とし

て転送するといいでしょう。

また、マックのソフトウェアはマックのフ

ァイル形式についての知識しかない場合も

ありますから利用者が明示的に設定をしな

ければなりません。（図1、2参照）
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入門者のための Frequently Asked Question

ファイルの変換と展開についてわから

ないことがあります。マッキントッシュ

を経由してMS-DOSのアプリケーシ

ョンソフト（.exeファイル）をFTPし

てからPC98上で実行したいのです。

以下の手順でやってみましたができま

せん。まず、ftp.cac.washington.

edu の pine のディレクトリから

pcpine_f.zipとpkunzip.exeをも

ってきました。落としたフロッピーデ

スクは2DDで640Kバイトのフォー

マットです。ファイル名をpcpine.zip

に直して98のハードディスクに移し、

pkunzip -d pcpine.zipと入力しま

したが、展開しません。MS-DOSは

5.00Hです。マック上でDOS用に

変換か何かするのでしょうか？マック

に転送した時点でアイコンがBBEdit

Lite3.0 に変わってしまいます。

Mac easy openをoffにしたりしま

したが効果なしでした。どうしたらいい

のか教えてください。 （匿名希望）

A. 

図2 図1の設定をしない場合でも、ファイルをプットす
るときのダイアログでFormatを指定するポップアップメ
ニューがあるので、ここでマックバイナリーではなく、Raw
data形式を選ぶ。

図1マック用FTPソフトFetchの
場合、PreferenceメニューのFor-
matsの中に、マックバイナリー形
式にするかどうかのチェックボック
スがある。他機種のプログラムの
場合、これをオフにする。
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最近、朝日新聞社のwww.asahi.

comなど、回線料金や管理ノウ

ハウなどの理由から日本向けの情報が海外

のサーバーに置かれているケースが見られる

ようになってきました。

XXXX.comというドメイン名は、米国お

よびカナダにある営利組織を示すもので、

現在、InterNICによって管理されています。

asahi.comなどの例からわかるように、必

ずしも海外に「在住」している必要はないよ

うです（ftp://rs.internic.net/policy/internic/

internic-domain-4.txtを参照するとよいで

しょう）。

しかし、ちょっと待ってください。海外

でビジネスをするからといって、本当に

XXXX.comというドメイン名が必要です

か？かつて、IPアドレスの割り当てにクラ

スA、クラスB、クラスCという区別があっ

た時代に、クラスAのほうがクラスCより

も「エラい」と誤解されていたことがあっ

たのと同 様 のことだと思 います。

XXXX.comというドメイン名を持っている

と「かっこいい」とか「エラい」とか思っ

ていませんか？これは単なる思い込みにす

ぎません。当然、実際に海外に本拠を置く

会社を設立するならば別ですが、日本の会

社がXXXX.comというドメイン名を持たな

ければならない理由はまったくありません

し、それによってインターネット内での扱い

が変わることはないのです。ネットワーク管

理上のやり取りをアメリカを前提に行わな

ければならないなど、逆に不利かもしれま

せん。XXXX.comというドメイン名は単に

北米地区にあるドメイン名にすぎません。

みょうな先入観はまず捨てるべきでしょう。

設置費などの理由から日本向けの情報を

格納したWWWのサーバーなどを海外に設

置する組織が増えそうな気配ですが、僕は、

これは決して日本のインターネットにいいこ

とではないと考えています。この傾向は、も

っともコストの高い国際回線を圧迫し、日

本のインターネットに関わる費用（料金）

を高くする要因となるのですから。

言葉の意味からすると違うものな

のですが、最近、どうも混同され

て使われることが多くなっているようです。

NOCは、Network Operation Center（ネ

ットワークオペレーションセンター）ですか

ら、ネットワークの運用・管理をする場所

のことを指します。たとえば、大学や会社

の中で組織内ネットワークを管理運用して

いる制御室のようなところがNOCに当たる

わけです。インターロップなどのイベントで

もNOCが用意されており、ここから展示会

場内のネットワークを管理しているわけで

す。

これに対して、アクセスポイント（AP）

はネットワークを利用する人に対してネッ

トワークへの接続サービスを行うところとい

うことになります。つまり、パソコン通信

などでモデムから電話をかける先がアクセス

ポイントなのです。

しかし、インターネットのように広域に

わたるネットワークの運用では、ネットワー

ク管理の拠点とネットワークへ参加者のた

めに用意するアクセスポイントを別々に設

置することはなかなか困難です。そのため、

NOCがアクセスポイントとしての役割を果

たすことが多く、混同されるようになって

きたのだと思います。要するに、管理者か

ら見ればNOC、利用者から見ればアクセス

ポイントといった考え方をすればいいのだと

思います。ちなみに、現在のインターネッ

トにおいても、アクセスポイントとしての機

能を持たないNOCがあったり、アクセスポ

イントとしてのみ機能する設備もあります。

NOC、APともに、ルーターや制御用の

コンピュータ、モデムやTA（ISDNの接続

装置）、CSU（専用回線の接続装置）な

どの装置が置かれています。また、通常

NOCには人が配置されていることが多いよ

うですが、APだけの機能を持つ設備には常

時人が配置されていることはあまりないよ

うです。

WWWサーバーを立ち上げたいので
すが、XXXX.co. jp ではなく、
XXXX.comという海外のドメイン
をとりたいと思っています。これは、
海外に在住していないととれないの
でしょうか。ゆくゆくは海外でビジ
ネスをしたいので、comのほうがい
いのではないかと思っています。

（小山賢三さん）

回答者●砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー。
日本でのインターネット普及のために
研究と後輩の指導に努めている。

A. 

インターネットでよく出てくるNOC
（ノック）とアクセスポイントはどう
違うのでしょうか。 同じなのでしょ
うか。また、その場所には何がある
のですか？ モデムとコンピュータな
のですか。人間はいるのですか。

（原田弘恵）

A. 
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翻訳ソフトが利用できるかどうか

はよくわかりませんが、ネットニ

ュースの記事を読むことは非常に簡単です。

通常なにげなく書いているURL には、

WWWのアクセスプロトコルだけでなく、

FTPやGopherといったプロトコルも利用

できるようになっていますね。つまり、ここに

newsと書いてしまえばいいのです。つまり、

news://ニュースサーバー名

というURLを指定すると、ネットニュース

を読むことができるようになります。ここで

ニュースサーバーとは、組織内やインター

ネットサービスプロバイダーが用意したNet-

Newsのメッセージを格納しているサーバー

のことを指します。基本的にアクセスでき

るユーザーを限定していますから、自分に

アクセス権があるサーバーを指定するように

してください。ダイアルアップIP接続の場

合、最初にサービスプロバイダーが提供し

てくれる情報の中に含まれているはずです。

ネットスケープの場合（基本的に

2.0beta3について説明しますが、他のバー

ジョンでも細かな画面は違いますが、同様

に利用できるはずです）、Newsウィンドウと

呼ばれるウィンドウが新たに開かれ、そこで

ニュースの読み書きをすることになります。

ウィンドウは3分割されており、左上に

サーバー名とニュースグループ名が、そこで

ニュースグループを選択すると、右上に到

着しているメッセージのリストが表示されま

す。そしてメッセージを選択すると、下にメッ

セージの内容が表示されるわけです（図3）。

ところで、ほとんどの場合、ニュースサ

ーバー名は毎回変更されるわけではないの

で、ネットスケープに登録しておいたほうが

便利です。そこで、まず、「Options」メニ

ューの「Mail and News Preferences」を

選択してください。この中に「Servers」

という設定項目がありますから、この

「News （NNTP） Server」に、先ほどの

ネットスケープでニュースグループの

記事を読めると聞いたのですが、ど

うすればできるのですか。もし、で

きるとすれば、ネットスケープ用に

出ている翻訳ソフトを使って読める

のではないかと期待しています。

（飯山谷男）

図4 Mail and News Preferencesでニュースサーバーを設定

図3 ネットスケープ2.0bata3のNewsウィンドウでネットニュースを読む

A. 
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netscape-newsrc-map-file

newsrc-ニュースサーバー名

c:\netscape\news\newsrc FALSE

この部分を変更。「News RC Directory」
で指定されたディレクトリの下にnewsrcが
あるように設定。
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ニュースサーバー名を設定するのです（図

4）。次に「W i n d o w s」メニューの

「Netscape News」というメニューを選択

すると、先ほどのNewsウィンドウがオープ

ンします。なお、2.0beta3ではバグがある

のか、購読（Subscribe）しているネット

ニュースグループなどを管理するファイル

newsrcの設定が自動では正しく設定され

ないようです。先ほどニュースサーバー名を

指定したすぐ下にある「News RC Directo-

ry」で指定されたディレクトリに置かれた

ファイル（ファイル名はfat）を図5のよう

に変更しておいてください。

ところで、何も設定しない状態だと最初

に購読すると設定されているニュースグル

ープは、図6の3つだけですので、興味に応じ

て自分が読みたいニュースグループを指定し

たくなってくると思います。ニュースグルー

プ名がわかっている場合には、URLとして

news://ニュースサーバー名/ニュースグループ名

と指定すれば、Newsウィンドウが現れ、右

上のサブウィンドウに指定したニュースグル

ープ名が現れるはずです。あとは、通常の手

順でメッセージを読むことができます。

また、このニュースグループを購読する

場合には、右上のサブウィンドウに表示さ

れている「めがね」のアイコンの列（指定

したニュースグループが購読されていない場

合は単なる□になっているはず）をクリッ

クすると、そこに「めがね」アイコンが表

示されます（図6）。これで、購読するニュ

ースグループとして登録され、次回News

ウィンドウを表示したときに自動的に新し

く到着したメッセージがあるか否かを調べ

るように設定されます。

どのようなニュースグループがあるのかわ

からない場合には、「Options」メニューか

ら「Show All Newsgroups」を選択しま

す。すると、Newsウィンドウの右上にニ

ュースサーバーに格納されているすべてのニ

ュースグループが表示されますので、その中

から購読したいニュースグループを選択し、

「めがね」アイコンを設定すればいいのです。

この操作をすると、ニュースサーバーに

現在格納されているすべてのニュースグル

ープのリストを取得しにいきます。現在

9000以上ものニュースグループが日本にや

ってきています。ダイアルアップIP接続な

どでアクセスしている場合には数分かかる

場合もありますから注意してください。

さらに、ネットニュースのメッセージ中に

下線つき青文字で表示されるものはLinkと

して扱われますので、これでニュースグルー

プを指定することもできます。

なお、ネットスケープは、ネットニュース

を読むだけでなく、投稿をすることもでき

ます。また、メールの授受も可能です。こ

れらの設定はすべて「Options」メニュー

の「Mail and News Preferences」で指定

することができますので、積極的に利用す

るといいでしょう。

図5 fatファイルの変更

図7 購読するサーバー名をクリックすると□（左図）がめがねアイコン（右図）に
変わり、新着メッセージを読めるようになる。

図6 あらかじめ設定しているニュースサーバー
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